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熱
戦
の
ポ
ー
ト
ポ

i
ル

村のようす

ぐ50年9月1S現在〉

社帯数 1.427戸〈十 3)
人口 7.193入〈十15)

男 3，519人〈十 8)
3.674人(+7) 
46，白紙

'ル
整
然
と
入
場
行
進

企

関
井
君
投
手
と
し
て
活
躍

v 

子
ど
も
た
ち
の
衰
の
球
宴
、
第
四
回
少
年
球
技
大
会

誌
、
八
月
入
目
玉
川
第
一
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
し

た。
こ
り
大
舎
は
、
東
休
み
の
背
少
年
健
全
育
成
の
一
環

と
し
て
村
が
主
催
し
て
特
な
っ
た
も
の
で
夏
休
み
中
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
お

号
、
各
部
落
で
も
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

ま
づ
大
会
拡
先
だ
っ
て
出
場
選
手
全
員
に
よ
る
入
場

一
行
進
を
苛
な
い
大
会
気
分
を
感
り
上
げ
ま
し
た
。

大
会
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
一
一
種
目
に
分
か
れ
自
噴

の
読
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
村
内
の
お
と
な
た
ち
も
大
勢
つ
め
か
け
、

三
十
度
を
越
す
炎
天
下
の
も
と
、
我
が
一
部
務
内
の
選
手

を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
で
特
に
自
を
ひ
い
た
の
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
部
に
高
調
釜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場

し
た
国
井
仏
紘
一
震
で
、
関
井
君
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

左
腕
を
切
断
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
障
害
を
は
ね
か
え

し
て
、
投
打
に
立
派
に
活
躍
し
、
飽
チ
ー
ム
の
選
手
、

参
会
者
か
ら
謙
助
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
撲
は
次
り
と
お
り
で
す
。
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特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る

法
律
等
の

改
正
の
題
旨

昭和50年 9月1日

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

そ
の
支
給
対
象
障
害
児
の
範
囲
の

拡
大
及
び
そ
の
額
'
の
引
上
げ
を
行

う
と
と
も
に
、
心
身
に
重
度
の
障

害
を
有
す
る
者
に
対
し
て
新
た
に

福
祉
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と

し
、
あ
わ
せ
だ
児
童
扶
養
手
当
及

び
児
童
手
当
の
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
ら
手
当
制

度
を
整
備
し
、
も
っ
て
心
身
障
害

者
及
び
児
童
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

改
正
の
要
点

No. t 09  

一
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支

給
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
事

項付
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
改

善
ア
、
手
当
額
の
引
上
げ

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額

が
、
重
度
の
障
害
者
一
人
に
つ

き
月
額
一
一
、
三

O
O
か
ら

ご
八
、

0
0
0円
」
に
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。

ィ
、
中
程
度
の
障
害
児
に
対
す

る
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支

給。廃
疾
の
程
度
が
国
民
年
金
法

二
級
に
相
当
す
る
程
度
の
障
害

たまかわ広報

ー一一_.畠

部
が
改
正
さ
れ
ま
す

児
を
新
た
に
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
対
象
障
害
児
と
し
、

一
人
に
つ
き
月
額
「
一
二
、

0

0
0円
」
を
支
給
す
る
こ
と
。

福
祉
手
当
の
創
設

。
ァ
、
支
給
要
件

福
祉
手
当
は
、
精
神
叉
は
身

体
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
者

に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

ィ
、
手
当
額

福
祉
手
当
の
額
は
、
重
度
障

害
者
一
人
に
つ
き
月
額
「
四
、

0
0
0円
」
を
支
給
す
る
。

二
、
児
童
扶
養
手
当
法
に
関
す
る

事
項
ハ
円
べ
手
当
額
の
引
上
げ

児
童
扶
養
手
当
の
額
が
、
児
童

一
人
の
場
合
月
額
九
、
八

O
O円

か
ら
三
五
、
六

O
O円
」
に
引

上
げ
ら
れ
ま
す
。

。
対
象
児
童
の
要
件
の
緩
和

支
給
対
象
児
童
の
国
籍
要
件
を

撤
廃
す
る
こ
と
。

三
、
児
童
手
当
法
に
関
す
る
事
項

児
童
手
当
の
額
が
月
額
四
、

0

0
0円
か
ら
「
五
、

0
0
0円」

に
引
上
げ
に
な
り
ま
す
。

四
、
こ
の
法
律
は
昭
和
五
十
年
十

月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

福
祉
手
当
等
の
受
付
は
役
場
住
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の
。

民
課
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
三
、
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障

な
お
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
詳
害
を
有
す
る
も
の
。

し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ー
回
、
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠

た
ら
気
軽
に
住
民
課
へ
お
問
い
合
く
も
の
。

せ

下

さ

い

。

玉

、

両

下

肢

の

用

を

全

く

廃

し

た

福

祉

手

当

の

該

当

範

囲

も

の

。

一
、
両
眠
の
視
力
の
和
が

0
・0

六
、
両
大
腿
を
二
分
の
一
以
上
失

二

以

下

の

も

の

。

っ

た

も

の

。

二
、
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
七
、
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る

い
て
も
音
戸
を
識
別
ず
る
こ
と
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害

福
祉
活
動
専
門
員
に

玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
発

足
か
ら
、
福
祉
活
動
専
門
員
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
活
躍
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
、
小
針
安
司

さ
ん
が
一
身
上
の
都
合
で
、
去

る
六
月
三
十
日
を
も
っ
て
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

岩

谷

支」

ん

長
い
間
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

そ
の
後
任
者
に
七
月
一
日
か

ら
岩
谷
浩
光
さ
ん
が
就
職
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

石

針雪
氏雲
選要
任主
さに

る

改
選
後
、
石
川
地
方
農
業
委

員
総
会
は
、
去
る
八
月
三
日
開

催
さ
れ
、
連
合
会
会
長
に
小
針

千
代
之
助
氏
が
選
任
さ
れ
て
、

す今就

。巻空
v た
とし
活ま
躍.し
をた
期。

待
し
ま

を
有
す
る
も
の
。

鮒

話

題

の

広

場

制

総
盆
踊
記
念
品
で
制

約
交
通
安
全
を
呼

ω

ゆ

び

か

け

る

ゆ

叫
南
須
釜
青
年
団
(
団
長
大
野
瑚

嶋
一
郎
)
で
は
、
お
盈
に
開
催
し
糊

時
た
盆
踊
り
大
会
の
記
念
品
と
し
州

側
て
、
交
通
安
全
標
語
と
、
交
通
関

嗣
違
反
点
数
の
入
っ
た
湯
呑
み
を
制

制
配
っ
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
糊

絡

ま

し

た

。

侍

酬
湯
呑
み
は
ふ
だ
ん
使
う
も
の
削

除
な
の
で
、
各
家
庭
で
は
、
こ
の
時

粉
湯
呑
み
を
見
る
た
び
に
、
交
通
欄

縦
安
全
に
対
す
る
気
持
を
新
た
に
縦

一
切
し
て
、
安
全
運
転
に
つ
と
め
る
繊

鮒
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
一
向

入
、
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は

長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と

す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ

っ
て
、
日
常
生
活
の
用
を
弁
ず

る
こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
る
程

度
の
も
の
。

九
、
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前

各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら

れ
る
程
度
の
も
の
。

十
、
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く

は
病
状
叉
は
精
神
の
障
害
が
重

複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
そ
の
状

態
が
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と

認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の
。
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」
長
寿

方、

お
め
で
と
う
ぷ
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九
月
十
五
目
は
「
敬
老
の
日
」
国
民
の
祝
日
と
な
っ
て
お
り
、
長
い
間
社

会
に
貢
献
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、
長
寿
を
祝
福
し
、

な
で
老
人
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。

み
ん

村
で
も
九
月
十
三
日
に
七
十
五
才
以
上
の
お
年
寄
り
を
招
待
し
、
敬
老
年

金
や
記
念
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
玉
川
村
に
は
、
七
十
五
才
以
上
の
人
が
二
百
六
十
六
名
い
ま
す
が
、

紙
面
の
都
合
で
八
十
才
以
上
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。
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大

会

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
、
曲
っ
た
腰
を
の
ば
し
ま

し
た
。結
果
は
昨
年
に
続
き
、
北
中
チ

ー
ム
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
に
優
勝
し
ま

し
た
が
、
勝
敗
は
と
も
か
く
楽
し

い
一
日
を
す
ご
し
ま
し
た
。

企
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
熱
戦

』
V

区
長
さ
ん
も
捕
手
と
し
て
活
躍

E

b

A

V

主
コ
ャ
会
坐
え
ら
仏
一
弘
之
ヰ
リ
お
E

，

M

汁
q
J
3仁
j
q
七
U
4
M
5
3
d
E
M

附
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
で
は
、
台
風
五
号
・
六
号
に
よ
る
豪
州

側
雨
に
よ
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
高
知
県
、
青
森
県
、
秋
田
県
、
川

七
徳
島
県
、
北
海
道
の
人
た
ち
を
救
援
す
る
た
め
、
救
援
金
を
受
付
け
仙

川
て
い
ま
す
。

l
'
F

馴

…

救

援

金

は

九

月

二

十

日

ま

ご

一

君

臨

醐

川

川

で

、

社

会

福

祉

協

議

会

事

務

局

ミ

ド

起

¥

園

調

削

…
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い

o

p

=

3

r

通
関
蜘
，

M
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今
年
の
稲
作
は
不
順
天
候
が
予

想
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
反
し
て
豊
作
の
秋
を
迎
え
ら
れ

る
公
算
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
豊

作
を
迎
え
る
た
め
最
後
の
手
入
を

完
全
な
も
の
と
し
、
お
互
に
努
力

し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
の

管
理
対
策
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。一
、
農
作
業
安
全

対
策
に
つ
い
て

農
作
業
開
始
前
に
は
、
各
種
収

穫
機
械
類
を
必
ず
点
検
し
て
、
作

業
途
中
に
お
け
る
事
故
防
止
対
策

と
、
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ

れ
る
よ
う
充
分
点
検
し
て
お
く
こ

と。二
、
水
田
の
落
水

に
つ
い
て

当
地
方
は
湿
田
及
び
半
湿
田
が

か
な
り
多
い
の
で
、
機
械
作
業
の

効
率
を
あ
げ
る
た
め
と
、
品
質
を

よ
く
す
る
た
め
、
湿
田
は
早
や
め

に
実
施
す
る
こ
と
、
叉
乾
田
等
で

水
分
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、

溝
潜
水
も
実
施
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
営
農
指
導
員
や
、
普

及
所
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

-一、
適
期
刈
取
り

と
は

稲
の
熟
度
は
品
種
に
よ
っ
て
一

様
で
な
く
、
若
干
の
差
は
あ
り
ま

す
が
、
本
年
は
気
温
の
高
い
日
が

続
い
た
た
め
一

i
三
日
位
い
早
ま

り
そ
う
で
す
。

科
学
的
に
は
、
出
穂
後
の
穂
算

温
度
で
一
、
一

O
O度
で
適
期
と

な
り
ま
す
が
、
一
穂
中
で
大
部
分

の
籾
が
黄
変
し
五
!
二

O
粒
の
青

籾
が
残
っ
て
い
る
程
度
が
本
当
の

意
味
で
刈
取
適
期
な
の
で
す
か

ら
、
作
業
予
定
を
た
て
て
、
若
干

早
自
の
う
ち
か
ら
稲
刈
を
計
画
し

て
下
さ
い
。

ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

設
置
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
、
青
少
年
の
悩
み
や

困
り
ご
と
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談

し
て
も
ら
い
、
青
少
年
の
健
全
育

成
と
非
行
防
止
を
図
る
た
め
、
ヤ

ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

一

趣

旨

最
近
の
社
会
情
勢
や
生
活
様
式

の
変
化
に
伴
い
、
少
年
の
意
識
も

非
常
に
多
様
な
も
の
へ
と
変
化
し

て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
少
年
の
中
に
は
、
自
分
で
判
断

で
き
な
い
悩
み
ご
と
が
あ
っ
て

も
、
保
護
者
や
教
師
等
に
進
ん
で

相
談
し
な
い
風
潮
が
見
受
け
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
少
年
の
悩
み
ご

(
石
川
農
業
改
良
普
及
所
)
‘
と
や
因
り
ご
と
を
気
軽
に
相
談
で

回
、
乾
燥
に
つ
い

て
刈
取
り
後
は
、
地
干
は
で
き
る

だ
け
さ
け
架
掛
け
、
棒
掛
し
、
玄

米
の
変
質
を
防
止
し
、
過
乾
燥
を

さ
け
早
自
に
脱
穀
す
る
。

収
穫
調
整
等
の
作
業
中
に
異
品

種
、
異
種
類
の
混
入
を
防
祉
し
、

良
質
米
の
生
産
に
努
め
て
ノ
ト
だ
き

看板

事故防止を呼びかける
で

..L.. 

JL 

21-4141 
少年のための電話相談

友だちとのつきあいのこと

家脚〉こと

ボーイフレンド、ガールフレンドのこと

悪いあそびのこと

被害lこかかっt::.と

0245 
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の

環
と
し
て
、
石
川
警
察
署
、

交
通
安
全
協
会
石
川
支
部
で

は
、
管
内
の
小
学
校
、
高
等
学

校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
立
看
板

作
成
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
ぷ
、
そ
の
う
ち
の
十
数
枚

が
半
月
ほ
ど
役
場
前
に
立
て
ら

れ
、
事
故
防
止
を
呼
.
び
か
け
ま

し
た
。

き
る
よ
う
に
「
電
話
に
よ
る
少
年

相
談
」
の
制
度
を
設
け
、
そ
の
内

容
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
助
言
等

を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

二

名

称

ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

など…

平日 a. 30~17.0G 

土曜 '.3Ø~12.'G 
取扱時間

三

設

置

場

所

県
警
察
本
部
防
犯
警
ら
部
防
犯

少
年
課
内

四

使

用

電

話

直
通
着
信
専
用
電
話

O
二
四
五

l
二一

i
四
一
四
一

五

相

談

時

間

平
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ

γ
コ
ー
ナ
ー

は
、
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
、
少

年
・
成
人
を
関
わ
ず
多
数
の
人
々

に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、

「
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
放
を

な
く
そ
う
い
を
ス
ロ
ー
ガ
V
に、

九
月
二
十
二
自
か
ら
十
月
一
日
ま

で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
亮
動
で
は
、
歩
持
者
・
自

転
車
稿
用
者
の
事
故
防
止
、
特
に

こ
ど
も
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
。
運
転
者
等
を
祭
穫
す
る
た

め
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
を
誰
進
す
る
の
二
点
を

u
Z輔
君
嶋
冊
目
白

=
zロ
岬
甲
山

--zzお
な

2
2
Z
Z
Zお
公
判
脚

""=zzお
お
お

=
=
a
g
Sお
お

g
z
=
=・
袋
詰

zea・
2
田
町
匁
需
2
2
2
Z
Z事
お

g
広
三
=
宮
認
定
書
冨
ヨ
=
=
司
側
諸
婦
げ

主

早

川

ι
J
4
・

J

F

F

M

H

W

脅

芦

を

分

け

て

持

追

う

村

わ

ら

べ

州

問

槌

さ

げ

て

舟

い

し

忍

ヱ

¥

の

友

帽

子

山

間

援

椋

石

に

日

射

し

て

栓

に

柄

の

d
A
く

m

m

沌

お

ち

て

時

武

援

の

棒

古

り

に

け

れ

l

w

山

頬

白

の

わ

が

家

の

良

に

巣

の

ひ

く

心

問

山

内

式

般

の

な

み

の

奇

さ

く

虫

稔

拾

う

、

m

m

ま

ろ

ぷ

寝

や

ひ

さ

し

に

さ

か

り

や

苔

日

紅

州

約
書
室
霊
祭
卿
皇
室
霊
草
霊
室

=E話
器
，
.

運
動
の
重
点
と
し
て
、

一
、
ス
ク
ー
ル
ゾ

1
y
・
生
活
ゾ

ー
ン
対
策
、
自
転
車
安
全
利
用

対
策
な
ど
の
生
活
道
賂
網
対
策

の
推
進

二
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
へ
ん
メ
ッ

ト
着
用
の
推
進

R

去
、
こ
ど
も
と
保
護
者
、
老
人
な

ど
歩
行
者
に
対
す
る
安
全
教
育

の
徹
器
、
な
ら
び
に
自
較
車
利

福
島
双
羽
電
機

一一一-

舟
者
、
運
転
者
お
よ
び
雇
主
な

ど
す
べ
て
の
者
に
対
す
る
安
全

教
育
の
撤
底

の
三
点
を
推
進
事
項
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
村
民
一
人
一
人
が

交
通
事
故
防
止
、
変
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
を
新
た
拡
し
、
事
故
を

起
し
た
り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
充
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

回
目
の
優
勝

第
六
回
商
工
会
青
年
部
主
龍
村

内
親
藩
野
球
大
会
は
入
月
三
日
泉

中
、
玉
川
プ
小
一
向
グ
ラ
ン
ド
に
て

開
穫
さ
れ
}
福
島
双
羽
電
機
が
ニ
由

民
向
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。

成

績
一
回
戦

中
犠
精
工

6
i
1
4泉
郷
ク
ラ
ブ

フ
ァ
イ
タ

1
ズ
お

1
9
玉
青
協

東
京
携
工
時

l
i
m
M
蕗

双
羽
電
機

8
1
i
l
o役

二
宙
戦

中
根
精
工

m
u
l
l
8
愛

準
決
勝

双
羽
電
機
ロ

!
i
1東
京
精
工

中
犠
精
工
時

i
4
フ
ァ
イ
タ

1
ズ

決
勝
京
羽
電
機

8
!
i
3
中
根
糟
工

工野

電
話
加
入

千
二
百
六
台
に

八
丹
ニ
十
日
玉
川
島
の
関
烏
と

問
時
に
、
説
加
入
の
一
一
一
吉
二
十
三

台
号
電
話
が
自
動
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
規
弘
加
入
車
込
み
を
し
て

い
る
電
話
の
関
連
は
、
八
月
二
十

六
日
に
百
人
十
台
が
開
通
し
た
の

を
は
じ
め
、
九
月
に
ニ
苔
七
十
ム
ロ

玉 JII局

024757 

が
、
ま
た
、
十
月
に
四
百
三
十
一
一
一

台
が
開
通
す
る
予
定
で
、
十
月
末

日
の
草
川
村
内
の
電
話
ム
口
数
は
、

千
二
百
六
ム
お
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
お
よ
そ
、
一
・
一
入
一
円

に
一
台
と
な
り
、
人
数
で
は
六
人

に
一
台
と
な
り
ま
す
。

ごお
ざ誕
すい生
瓦まお
Zすめ
星で
蓄と
かつ
ら

小 JII:M! 
t:l1主

北 南岩

吉須タ須法
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回

侍
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出

品
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出
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J
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大

和

倉

鎌
大

野
大

野

鈴

木

鈴

木

11鼠和

世
帯
主
名

丈

雄
七

郎

治

茂

宗

由

一

勝

良
金

次

郎

一
一
一
秋

義

尚

〔
ご
警
官
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

ぷ』
;z:s;: 

部

落中

山

新

部

死
亡
者
氏
名

岩

谷

光

客

真

野

自

サ

ク

ハ
人
月
分
の
死
亡
届
審
か
ら
〉

(
結
〉

〈
お
〉

世
帯
主
名

一

容

接

浅

人
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一

朝

薄

弁

一

坪

一

一

朝

あ

さ

に

吾

の

号

ざ

め

を

誘

ふ

も

の

ほ

う

ぐ

い

一

川

す

雀

山

鳩

の

声

山

朝

亭

く

持

ざ

め

て

歌

を

作

る

こ

と

ゆ

と

れ

ソ

を

も

蜘

一

っ

て

日

課

と

な

う

ぬ

一

山

亡

き

父

と

夢

の

中

な

る

諮

ら

い

も

績

の

小

鳥

の

川

即

声

に

と

ぎ

れ

つ

園

川

ゆ

と

う

も

ち

て

庭

の

朝

揚

の

中

に

み

て

苓

換

の

間

努

の

ほ

ぐ

れ

し

を

a
A
る

酌

一

山

鳩

に

詩

ざ

め

て

き

』

し

床

の

よ

窓

の

明

暗

示

う

に

畑

山

雨

と

な

ら

ん

か

川
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